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往復書簡は，間接的には 1698 年 7 月 15 日のベルヌーリからライプニッツへの手紙から始ま
り，同年 12 月 27 日にはライプニッツがデ・フォルダーと直接コンタクトをとりはじめる。両
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ものでなければならないのに対し，延長は不完足的な
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し相対的］な概念である，とする（Letter 17, LDeV, 72）。さらに，多数性は数に，連続性は時
間と運動に帰属する。また，共存性は延長体に帰属する，と分析する（表 1）。
 (i)  多数性（pluralitas）　 － 数
延長（extensio） (ii) 連続性（continuitas）    － 時間・運動




































可変的な特徴で，質・作用・関係など，「実体なしには理解しえない」（cf. Descartes, PP I, §61; 
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多様を運動にのみ認める」と述べている（Letter 22, LDeV, 114）。つまり，延長を持つというこ
とと異なる部分を持つということのあいだには，事物の側における実在的な区別はなく，概念
的な区別のみがある，すなわち，同じ事柄を語る二つの仕方があるにすぎない。ロッジはデ・フォ
ルダーの著書である『学問演習』（Exercitationes academicae, 1695）9) を調べ，次のように分析し
ている。個体的物体の存在は，定常的な変形において互いに相対的に運動する物質の異なる諸
部分の帰結である。延長を持つとは，分割によって実在的に分離されている












の宇宙，すなわち無際限な延長をもつ世界と類似していよう（PP II §23, AT VIII-1, 52f）。
３−２　ライプニッツの延長概念
次に，ライプニッツの延長概念を検討しよう。ライプニッツは，「延長のみでは実体を構成
しえない」（Extensione sola non puto constitui substantiam）とデ・フォルダーを批判した（Letter 
17, LDeV, 72）。仮に延長が実体的本性ならば，何にも依存せず，ただそれ自体で存在してい
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から区別される
4 4 4 4 4 4 4
からといって，構成された延長概念そのものが互いに異なるものになる
























ける「概念から概念への抽象」（Abstraction from concepts to concepts）と「個体的事物から概念
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